
１．基本的事項
基金の名称 産地生産基盤パワーアップ事業基金
法人名 公益財団法人　日本特産農産物協会
基金額（国庫補助金等相当額） ２９，２１４百万円（２９，２１４百万円）（令和５年４月１日現在）

基金事業の概要

基金事業を終了する時期 未定

基金事業の目標

申請期限

２．実施状況報告
２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円
前年度末基金残高 50,500 58,093 55,460 56,824 49,639 37,523 35,657
収入 国からの資金交付額 50,500 23,339 20,200 22,990 10,000 4,950 4,500 180

運用収入
（うち国庫相当額）
合計 50,500 73,839 78,293 78,450 66,823 54,589 42,023 35,837

支出 事業費 15,736 22,822 21,611 17,169 17,050 6,346 6,604
管理費 10 12 14 15 16 20 18
合計 15,746 22,833 21,626 17,184 17,066 6,366 6,623

国庫返納額
当年度末基金残高 50,500 58,093 55,460 56,824 49,639 37,523 35,657 29,214

（うち国庫相当額） 50,500 58,093 55,460 56,824 49,639 37,523 35,657 29,214

３．見直し結果
実施した見直しの概要 －

基金の保有割合 1.17
基金の保有割合の算出根拠

使用見込みの低い基金等の該当の有無 （　有　／　無　）
【有の場合、該当する理由】
－
【使用見込みの低い基金等に該当する場合の検討結果】
－
【使用見込みの低い基金等を残置する場合の理由】
－

別　　紙
産地生産基盤パワーアップ事業基金等事業の基金の額及び事業の実施状況

　収益力強化に計画的に取り組む産地に対し、計画の実現に必要な農業機械の導入、集出荷施設の整備等を総
合的に支援するとともに、農業用ハウスや果樹園・茶園等の生産基盤を次世代に円滑に引き継ぐための再整備・
改修、継承ニーズのマッチング等や、全国的な土づくりの展開を図るため堆肥等を実証的に活用する取組を支援
する。
   このため、必要な経費を基金として造成した上で、都道府県が取りまとめた事業計画に対して助成金を交付す
る。

　水田・畑作・野菜・果樹・茶・花き等の産地がその創意工夫を活かして行う地域の強みを活かしたイノベーション
の取組やスマート農業の活用を支援するとともに、輸出や加工・業務用等の増加する需要に対応する生産量増加
対策や堆肥の活用による全国的な土づくりを展開することにより、農業の国際競争力の強化を図る。

給付対象となる事務又は事業の
採択に当たっての申請方法 公益財団法人日本特産農産物協会ＨＰで公表

基金事業の目標に対する達成度
産地パワーアップ計画の認定を受けた地域が事業実施年度から３年以内に成果目標（生産コスト10％以上削減、
販売額10％以上増加等）を達成。

①令和４年度基金残高　29,214百万円
②５年度支出見込
A　５年度執行額9,268百万円（28年度～４年度計画承認額から28年度～４年度執行額107,444百万円を差し引い
た額）
B　５年度新規需要見込15,634百万円
A＋B＝24,902百万円
保有割合①／②=1.17

使用見込みの低い基金等の取扱
いの検討結果

随時

審査基準及び審査体制
補助金交付等要綱による。

基金事業に係る収入・支出及びそ
の内訳（今後の見込みを含む。）

基金事業の実施決定件数・実施
決定額（４年度実績） 176件、6,604百万円


